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 全国有数の長寿県である熊本県は、県民の約３割が高齢者という超高齢社会に入っています。 

 こうした中、これまで県では、介護サービス基盤の整備等に加え、認知症疾患医療センターの

整備や、人口比で８年連続で日本一を達成している認知症サポーターの養成等の認知症施策等に

取り組んできました。 

 今後、団塊の世代が７５歳以上となる平成３７年（２０２５年）には、総人口が減少する中で、

高齢者の人口は増加し、これに伴い認知症高齢者や高齢者独居世帯の更なる増加が見込まれてい

ます。 

また、生産年齢人口の減少や健康寿命の伸び悩み等の状況を踏まえ、元気な高齢者に積極的に

社会参加をしていただく等、地域でいきがいを持って健康に暮らせるための施策の充実が求めら

れています。 

 このため、この第７期熊本県高齢者福祉計画・介護保険事業支援計画（長寿・安心・くまもと

プラン）では、第６期計画に引き続き、医療や介護が必要になっても住み慣れた地域で暮らし続

けられる地域包括ケアシステムを、平成３７年（２０２５年）に向けて構築することを目指して、

認知症に対応する体制の強化、医療と介護の連携や在宅医療基盤の整備、地域密着型を中心とし

た介護サービス基盤の整備支援や介護人材の確保等を進めるとともに、高齢者のいきがい就労や

介護予防を推進することとしております。 

こうした取組を通じて、第６期計画の目指す姿である「“長寿を楽しめる”くまもと」からさら

に一歩進め、「“長寿で輝く”くまもと」を目指して参りますので、引き続き関係する皆様のご協

力をよろしくお願いします。 

 最後に、この計画の策定にご尽力いただきました熊本県社会福祉審議会高齢者福祉専門分科会

保健福祉推進部会の委員の皆様をはじめ、貴重なご意見とご協力をいただきました皆様に心から

感謝を申し上げます。 

 

平成３０年３月            

 熊本県知事 蒲 島 郁 夫    

 

「高齢者が健やかに暮らし、いきいきと活躍 

できる“長寿で輝く”くまもと」に向けて 
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１ 平成 28年熊本地震からの復旧・復興 

 

 

○ 平成 28年（2016 年）4月 14 日と 16 日に 2度の最大震度 7を観測した「平成

28 年熊本地震」では、熊本都市圏及び阿蘇地方を中心に多くの人的被害、建物

の倒壊、道路等のインフラや水道・電気・ガス等のライフラインの寸断や土砂災

害等、未曽有の被害をもたらしました。 

 

○ 高齢者福祉・介護保険事業分野においても、県内の介護サービス事業所・施設

のうち 750の事業所・施設で建物や設備等の被害が確認され、介護職員自身等も

被災したことによる人員不足も相まって、介護サービスの提供体制が損なわれる

事態となりました。さらに、避難所生活の長期化による高齢者の方々の健康悪化

や生活機能の低下が生じる等の厳しい状況に直面しました。 

 

○ こうした状況の中、発災直後から、国・地方自治体、そして全国の多くの医療、

福祉、保健関係者の皆様の人的・物的・財政的な多大な御支援等をいただきまし

た。そのおかげで、介護職員等が不足する施設等への全国からの応援派遣、福祉

用具の無償配送、被災した介護保険の被保険者の利用料の減免等によって、介護

サービスの提供体制を応急的に整えることができました。 

そして、社会福祉施設等災害復旧費補助事業及び中小企業等グループ施設等復

旧整備補助事業（グループ補助金）による高齢者福祉施設や設備の復旧、「熊本

県復興リハビリテーションセンター」による高齢者等の心身機能低下防止活動、

「地域支え合いセンター」による被災した高齢者等の見守り活動や生活支援、交

通アクセスが困難となった阿蘇地域における介護職員等の確保の支援等により、

高齢者の方々の健康や生活機能及び介護サービスの提供体制の回復が少しずつ

進んできました。 

 

 ○ 一方で、高齢者を含む 40,383 人（平成 30 年 1 月 31 日現在）もの方々が未だ

応急仮設住宅等（建設型仮設住宅、借上型仮設住宅及び公営住宅等）で生活され

ています。また、平成 28 年熊本地震からの復旧・復興に係る土木・建築工事の

増加等に伴い、工事費の高騰、工事業者の不足による高齢者福祉施設の復旧工事

の遅れ等も生じており、介護サービスの提供体制の回復に時間を要している状況

です。さらに、生産年齢人口の減少や熊本地震の復旧・復興により人材不足が深

刻化し、介護人材の確保が困難になっている等の影響も出てきている状況です。 
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○ 今後、平成 28 年熊本地震からの復旧・復興をさらに進めていくためには、高

齢者の方々の健康や生活機能及び介護サービスの提供体制の着実な回復、そして

生産年齢人口の減少や熊本地震の復旧・復興による人材不足の深刻化を踏まえた

介護人材対策等が必要となります。 

そのため、当計画では、応急仮設住宅等に入居されている高齢者の方への見守

り活動や生活支援等のきめ細やかな支援を引き続き行うとともに、高齢者福祉施

設の復旧工事の早期完了、高齢者や介護職を離職した方、外国人も対象にした介

護人材対策に取り組むとともに、高齢者福祉施設の耐震化や災害時における高齢

者の方の安全確保等にも取り組むことで、あらゆる状況に備える医療・福祉提供

体制を構築し、災害に強く、県民が夢と誇りを持ち、安心して暮らし続ける熊本

を創造していきます。 
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２ 計画策定の趣旨 

 

○ 本県の総人口は、平成 10年（1998年）の約 186万 6千人をピークに減少して

おり、平成 28年（2016年）には約 177万 5千人となっています。 

これを、年齢区分別人口の推移でみると、0～14歳までの年少人口及び 15～64

歳までの生産年齢人口が減少しているのに対して、65 歳以上の高齢者人口は増

加しています。 

更に、団塊の世代が 75 歳以上の後期高齢者となる平成 37 年（2025 年）には

この傾向は一層顕著となりますが、地域によって年齢区分別人口の増減状況は異

なる見込みです。 

 

○ 本県の 65 歳以上の高齢者人口は平成 28 年 10月 1 日現在で 522,685 人、うち

75歳以上の後期高齢者人口は 278,998人です。 

   これは、3年前の平成 25年に比べ、高齢者人口で 33,330人、後期高齢者人口

で 8,836人の増加となっており、伸び率で見ると高齢者人口は 6.8％の増、後期

高齢者人口は 3.3％の増となっています。 

   高齢化率で見ると、平成 25年に 27.2％であったものが、平成 28年には 29.5％

となっています。今後も、高齢者人口の伸びが見込まれ、高齢化率は着実に高く

なる見込みです。 

 

 ○ 一方で、国立社会保障・人口問題研究所の平成 37年（2025年）の本県の高齢

者人口推計においては、熊本市やその近郊等の一部の市町村においては高齢者人

口の増加が見込まれますが、中山間地域等を中心に半数近くの市町村においては、

平成 28年時点よりも減少すると見込まれており、地域格差が生じています。 

   また、高齢者人口の増加とともに、高齢者のみの世帯（高齢者夫婦のみ世帯及

び高齢者単身世帯）も増加しています。平成 27年 10月 1日現在、本県の高齢者

のみの世帯は 174,298世帯で、全世帯（702,565世帯）の 24.8％に達しています。 

 

 ○ このような中で、本県では平成 27年度から平成 29年度までを計画期間として

策定した「第 6期熊本県高齢者福祉計画・介護保険事業支援計画（長寿・安心・

くまもとプラン）」（以下「前期計画」という。）に基づいて、市町村と連携を図

りながら、地域包括ケアシステムの構築を図ってきたところです。 

   また、当該計画期間中に発生した平成 28 年熊本地震では、介護職員等の不足

や高齢者福祉施設等の被害等により介護サービスの提供体制が損なわれました

が、様々な支援を受けつつ、復旧・復興に取り組んできました。 
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 ○ 前期計画は平成 29 年度末をもって終了するため、これまで実施してきた施策

の実施状況や課題のほか、平成 28 年熊本地震からの復旧・復興、県の高齢者施

策の方向性、介護保険法の改正等を踏まえて、平成 30年度から平成 32年度まで

を計画期間とする第 7期熊本県高齢者福祉計画・介護保険事業支援計画を策定し

ました。 

 

○ この計画では、団塊の世代が 75 歳以上の後期高齢者となる平成 37 年（2025

年）を見据え、前期計画から段階的に取り組んでいる地域包括ケアシステムの構

築をさらに進めるとともに、県の高齢者施策の方向性を「長寿を楽しむ」から「長

寿で輝く」へとさらに一歩進め、これを掲げて生涯現役社会の実現を図ることと

し、また、前期計画の計画期間中に取り組んだ平成 28 年熊本地震からの復旧・

復興をさらに進めていくことを踏まえ、前期計画を継承発展させる形で見直しを

図り、その実現に向けて必要な支援策等を明記して、実行していきます。 

また、平成 37年度（2025年度）の介護需要や保険料水準等を踏まえた中長期

的な視野に立って、目指す目標と具体的な施策を盛り込みました。 
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（2016年と 2025年の県内市町村の総人口、高齢者人口等の見込み）  （単位：人） 

 
（資料）「2016年」：熊本県統計調査課「熊本県推計人口調査」（平成 28年 10月 1日現在） 

    「2025年」：国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来人口推計（平成 25年 3月推計）」 
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３ 計画の位置づけ 

 

○ この計画は、老人福祉法第 20 条の 9 に基づく「老人福祉計画」及び介護保険

法第 118条に基づく「介護保険事業支援計画」を一体化したものとして策定して

います。 

   また、市町村が策定する「老人福祉計画」及び「介護保険事業計画」において

定める介護サービス見込み量の確保策や、そのサービスを円滑に提供するための

取組等を支援する性格も有しながら、それらの市町村計画との連携も図っていま

す。 

 

○ この計画は、「第 6 期熊本県高齢者福祉計画・介護保険事業支援計画」を継承

発展させていくものであり、「長寿安心くまもと」の実現を引き続き目指すとと

もに、この計画を通じて、高齢者、障がい者等が自立及び社会的活動への参加を

果たせる社会を築くために制定した「熊本県高齢者、障害者等の自立と社会的活

動への参加の促進に関する条例（やさしいまちづくり条例）」が目指す社会の実

現に寄与することとしています。 

 

○ 他の県計画との関係では、他の福祉計画の施策を横断的に有効活用したり、す

きまを埋めたり、施策の共通の基盤を整備する等福祉関係施策の総合化を図るこ

とを目的とする「第 3 期熊本県地域福祉支援計画」、子どもから高齢者まで、生

涯を通じて安心して暮らせる保健医療体制の整備を目指す「第 7次熊本県保健医

療計画」、生活習慣病の発症・重度化の予防に重点を置いた「熊本県健康増進計

画（第 4次くまもと 21ヘルスプラン）」等との連携・調和にも配慮しています。 

 

○ また、高齢者の住まいについて、建物という「ハード」とサービスという「ソ

フト」を一体的に捉え、県民本位、高齢者本位の立場から住宅施策と福祉施策を

緊密に連携させ、高齢者の住まいに係る施策を総合的かつ計画的に展開するため

に策定した「第 2期熊本県高齢者居住安定確保計画（くまもと・長寿・あんしん・

住まいプラン）」との調和を図ります。 

 

○ 更に、「地域における医療及び介護の総合的な確保の促進に関する法律」第 4

条に基づく県計画との整合性を確保しながら、医療と連携した介護の提供体制の

整備を進めます。 

 

○ この計画は、高齢者福祉施策の総合的な推進を目指すものですが、計画期間中
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の成果をより確かなものとするため、重点目標を設定します。 

 

○ また、5つの重点分野毎に現状と課題、目指すべき方向とそれを実現するため

の個別施策を示すとともに、進捗管理が可能な数値目標を併せて明示し、着実な

課題解決を図っていくことで、この計画の目指す姿を実現することとしています。 

 

 

 

 

４ 計画期間 

 

この計画は、団塊の世代が 75 歳以上の後期高齢者となる平成 37 年（2025 年）を

見据えつつ、平成 30年度から平成 32年度までの 3年間を計画期間としています。 

 

 

５ 計画の進行管理 

 

この計画の達成状況を点検・評価するため、計画の進捗状況を学識経験者、医療・

福祉関係者、保険者（市町村）代表者等で構成する「熊本県社会福祉審議会高齢者福

祉専門分科会保健福祉推進部会」に報告するとともに、県ホームページ等を通して公

表します。 

 


